






要約:最近 3 年間の院内出生例 4688 例のうち,14 例(0.3%)が新生児期に外科的治療の対象

となり,うち 5例は出生前に診断,または疑いを持ち,外科的治療を行なった。一方,院外出

生例での外科疾患は26 例であったが,出生前診断がついた症例は 1例もなかった。産科に

おいて外科疾患をより正確に出生前診断することにより,厳重な胎児管理と至適分娩時期,

分娩様式の選択とともに,小児科,小児外科チームヘの情報提供を行なえ,児の予後を改善

していくことが可能と考える。 


